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　この研究は1990年代におけるフランス社会学の展開を
跡づけることを目標としている。1960年代以降フランス
の社会学はブルデュー、ブードン、クロジエ、トゥーレ
ーヌという4人の主要な社会学者とそれぞれを中心とす
る研究者グループにより牽引されてきたが、1990年代に
は世代交代が進行し、それとともにテーマと理論におい
ても変化が見られるからである。
　本研究の第1年目では、主としてトゥーレーヌを中心
とする研究者グループ（CADIS）をとりあげてみた。ト
ゥーレーヌは1960年代末から70年代にかけてフランスそ
の他の先進諸国で出現するフェミニズム、環境、地域主
義などをテーマとする新しい社会運動を研究し、これを
ポスト工業社会論の中に位置づけた。つまり、成長によ
り豊かな社会が出現し、労使対立にかかわる問題が制度
的な回路のなかで解決されるようになると労働運動は中
心的なものでなくなるし、生産や労働も人々の関心の中
心でなくなる。それに変わる人々の関心は新しい生活様
式や自分たちのアイデンティティの要求に関わる問題に
移ると説明してきた。
　この説明はそれなりに適切なものであるが、難点がな
いわけではない。工業社会からポスト工業社会への移行
という構造的変化と関係しているのであるなら、なぜ60
年代末から70年代にかけて活発であった新しい社会運動
は80年代以降になると下火になってしまうのか、それが
うまく説明できないのである。
　トゥーレーヌの後継者であるフランソワ・デュベとミ
シェル・ヴィーフィオルカは、1980年代にフランス社会
で深刻な問題として浮上してきた外国人労働者たちが多
く住む大都市郊外の問題（とくに若者による暴動、犯罪、
失業など）の調査に取り組み、また同世代人口のほとん
どが進学するようになったリセ（後期中等教育）での校
内暴力や学力不振の問題ととりくむことになる。差別と
排除の問題は、失業率が10％前後で推移する石油危機以
後の経済状況、スカーフ問題に見られるイスラム回帰な
どとともに、文化資本の有無による階級的再生産が絡み
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複雑であるが、デュベとヴィーフィオルカは文化的同化
が進んでいるのに社会的組み入れの遅れのみられること
を指摘してきた。また、学校の教師、病院の医療関係者、
社会福祉のソーシャルワーカーなど、教育・訓練・世話
などに従事する人々に割り当てられた使命と規律が、今
日では人間を解放するものではなくなっていることを示
している。これらの分析は重要なものではあるけれども、
トゥーレーヌのもとで提起された問題にはこたえられて
はいない。
　ここ数年にフランスで発表されている社会科学の研究
を見ていると、この問題への説明は少し異なるところで
なされているのがわかる。パリ政治学院の政治学者たち
のグループ（CEVIPOF）は戦後のフランス人の政治意
識を長期にわたって研究してきた。ところでまた2001年
は、フランスでは1901年に自発的結社に法人格を与える
結社法がつくられて1世紀ということ、それがまた市民
活動やNPOなどに注目が集まる時期でもあったために、
市民活動やNPOをアソシアシオンとして研究し、社会
全体の動態のなかに位置づける研究が多く現れる。80年
代から90年代になって年間に結成されるアソシアシオン
数が急速に増大する。つまり新しい社会運動の衰退には
自発的結社の増殖が続くのである。両者の間にはどのよ
うな関係があるのだろうか。
　CEVIPOFの政治学者たちによると、アソシアシオン
が作られ活動するための条件は、同じメンバーで何でも
するような古い共同体的関係が解体する一方で、個人に
たいしてある社会的空間への一体化を可能にするような
ある程度の社会的統合が存在することである。都市化の
進行、とくに成長とともに出現する「新しいサラリエ中
産層」の出現が、この条件をあたえる。相対的に高い学
歴と収入水準、親族や近隣を越える人間関係に開かれて
いること、市民活動に加わる時間とそこで議論や報告を
する言語的能力（文化資本）を有していることが、この
サラリエ中間層の特徴である。この人々は「文化的リベ
ラリズム」の担い手であり、1981年の大統領選挙のとき
にミッテランを支持したことで知られている。
　新しい社会運動はフェミニズム、環境保護、地域主義
のいずれでも異議申し立て、政治的な運動という性格が
強い。ところで90年代以降の市民活動（＝アソシアシオ
ン）ではどちらかというと政治に関わらないという傾向
が顕著であるが、これはどうなるのか。豊かな社会のな
かで個人の意識と行動の個人化が論じられ、個人化は社
会的連帯の希薄化を生じさせるとしばしば説明されるて
いるが、CEVIPOFの政治学者は「文化のリベラリズム」
の底にはあらゆる個人に普遍的に適用できる理念への訴
えかけがあり、このことが市民活動やアソシアシオンの
活発さにつらなっているという。この点の検討について
は、フランスでの各種データとつきあわせ、日本その他
の諸国との比較の作業をまたねばならないが、興味深い
問題が提起されているのである。
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